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１．はじめに

X-ADVは，スクータのように気ܰでշ適にѻえるί

ϛϡーςィング機能と，ߥれた࿏໘΍長ڑ཭をָしく૸ഁで

きる૸行性能を݉Ͷඋえた，新しいίンセプトの750	ccクラ

スのϞーターαイクルとして開発したϞデルである（Fig. 1）．

このϞデルは，自動二輪車を日ৗ的に࢖用し，ָ しむ文

化が根෇いている欧州のお客様をターήットとして，Ҡ動

することのتびをさらに֦大することを໨ࢦして開発され

た．X-ADVのスタイリングのղઆに入るલに，౰Ϟデルの

開発にࢸるલの背景についてઆ明する．

まず最ॳに，欧州自動二輪車市場の֓ཁと，ࡏݱ主ཁな
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Concept Creation and Styling Design in the X-ADV

ABSTRACT

X-ADV was developed as a new 750 cc class
motorcycle model targeting European customers. In 
this model, we aimed to further expand the joy of 
movement for customers in the mature market in 
Europe. The concept and styling design were begun 
to be investigated voluntarily before the development 
started. First , we conducted a survey targeting 
customers in Europe and derived the product concept 
“Go Everywhere with Excitement.” The intention is that 
it is a commuter motorcycle with ‘Adventurer spirit’ 
that allows smart movements in the city on weekdays 
and invites them to adventure on holidays. The direction 
of the styling design was set to represent the attributes 
of the four-wheel sport utility vehicles, expressing 
toughness and protections for the rider. A concept 
model was created for verification of this direction. 
In that model, taking into consideration the riders’ 
physiques and postures, the attributes of protection that 
makes it looked like the motorcycle is protecting the 
rider was expressed. Furthermore, in order to verify 
whether the set directionality is acceptable to customers, 
the concept model was exhibited at European motor 
shows and hearings were conducted. As a consequence, 
we could get customers’ understanding, and we gained 
highly favorable evaluation results as well. Furthermore, 
based on this result, the commercial production of 
this model was decided and styling designs for mass-
produced cars were implemented. The developed model 
of the X-ADV captures the customers’ mind with the 
unprecedented concept and styling and is favorably 
accepted in the market.
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要　　旨

X-ADV は，欧州のお客様をターήットとした，新たな

750	 cc クラスのϞーターαイクルϞデルとして開発され

た．本Ϟデルでは，欧州の成ख़した市場のお客様に対し，

Ҡ動のتびをさらに֦大することを໨ࢦした．そのίン

セプトとスタイリングデβインは，開発ணखҎલに自発

的にݕ౼が࢝められた．まず，欧州の顧客を対৅としたௐ

ࠪをおこない，ʠ(o	EverZwhere	 with	EYcitementʡという

商品ίンセプトを導きग़した．そのҙ図は，ฏ日は都会で

スϚートなҠ動を可能とし，ٳ日は๯ݥへと༠うʮアドϕ

ンνϟラーɾスϐリットʯを持つίϛϡータということで

ある．スタイリングデβインのํ޲性は，タフさを表ݱす

るとڞに，৐りखをอޢするという，四輪 Sport	 6til itZ

Vehicle が持つଐ性を表ݱすることにઃఆされた．本ํ޲

性のূݕのため，ίンセプトϞデルを࡞成した．その中で，

ライダのମ֨΍ϙジγϣンをྀߟし，バイクがライダを

कっているようなプロςクγϣン性を表ݱした．さらに，

ઃఆされたํ޲性が，お客様にडけ入れられるかをূݕす

るため，欧州ϞーターγϣーにίンセプトϞデルをలࣔ

し，ώアリングを࣮ࢪした．その݁果，お客様のཧղをಘ

るとڞに，高いධՁをಘることができた．さらに，この݁

果を౿まえ，このϞデルの੡品化が決ఆし，ྔ 産車のため

のデβインがࢪされた．開発された X-ADV は，これまで

にないίンセプトとスタイリングでお客様の৺をとらえ，

市場においてײ޷をಘている．

https://doi.org/10.69239/hondatechnicalreview.2018_30_1_2
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ついてड़΂てきたが，もう一ํの大きな市場を持つスクー

タカςΰリーには同様の変化はىきていなかった．

そのཧ༝として，日ৗの࢖いউखに優れ，通ۈでଟく࢖

用されるスクータカςΰリーには，高い൚用性をඋえ，市

֗地૸行も高速૸行もշ適にこなͤる 500	 cc クラスのϚ

ΩγスクータϞデルがطにଘࡏしており，2008 年のࡁܦ

機後においても，市場規໛が大きく減গしなかったことة

がڍげられる．

イタリア，ローϚにڌ点をஔく欧州Ҭ内の市場ௐࠪおよ

びاըཱҊのڌ点，Honda	R&D	Europe	*talia	s.r.l. のௐࠪ

*-ըνーム（Ҏ下，HREا νーム，またはνームとݺশす

る）は，ݱ状において変化のىきていないスクータカςΰ

リーにおいても，環境変化のӨڹをडけて新しいՁ஋؍が

生まれている可能性があるとߟえ，新たなҠ動のتびをス

クータϢーβにఏڙしようという自発的な思いから，市場

のௐࠪを開࢝した．

٬ௐࠪސ．２

2.1. Ϟσルの方ੑ޲ ʵλーήッτϢーβ΁のฉ͖औΓ
ௐࠪʵ

まず，HRE-* νームはϚΩγスクータの主ཁ市場である

フランスとイタリアのスクータϢーβに対して，൴らがط

ଘのϞデルを࢖用するときに，ඞཁなものとしてॏཁࢹし

ている，あるいはັ力を͡ײている機能΍性能がԿである

かについてฉいた．さらに，今回のϢーβௐࠪにおいては，

されてきڙଘϞデルにはඋΘっていない，これまでにఏط

たものとはҟなるものに対するཁ๬があるかについても，

ฉき取りをおこなった．

その݁果，日ʑの通ۈ主ମに࢖っている֗৐りのϢーβ

૚は，ݱ行のϚΩγスクータの機能΍デβインでຬ଍して

いた．

この૚は，今後もطଘのϞデルと同͡ಛ௃が౿ऻされて

市場を઎めるクロスΦーバーϞデルについてड़΂る．欧州

の自動二輪車市場は，通՟౷߹後の޷景気で大きく֦大し

てきたが，2008 年の欧州࠴務ة機後は市場がॖখし，そ

のӨڹは，本Ϟデルのاըを開࢝した 2012 年までଓいて

いた．2008 年まではΦンロード΍αーΩットでスϙーツ

૸行するのに適したスーパースϙーツϞデル΍，長ڑ཭を

շ適に高速૸行できるツーリングϞデルといった，高ֹ

で，高ग़力エンジンをඋえた૸りをָしむための二輪車

と，日ৗのίϛϡーςィングに࢖用するスクータϞデルを

ෳ数อ有する༨༟のあるお客様が૿Ճし，二輪車のอ有୆

数は上ঢをଓけていた．

しかし，2008 年Ҏ߱のࡁܦのѱ化に൐い，スーパース

ϙーツ，ツーリングϞデルの市場が大きく減গし，૸りをָ

しむことと日ৗのίϛϡーςィングのརศ性を݉Ͷඋえた，

൚用性の高いʮクロスΦーバーίンセプトʯのϞデルを๬む

੠がڧまっていった．Honda はこの環境変化をとらえて，通

用し΍すく，Φンロード，Φフロード࢖での市֗地૸行でۈ

Ͳͪらもָしく૸ഁできるVFR1200X（Fig. 2）に代表され

るϚルνϢースϞデルを開発，市場に౤入し࢝めていた．

Ҏ上，Ϟーターαイクルカςΰリーでىきている変化に

Fig. 1   The X-ADV (production model)

Fig. 2   The VFR1200X
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ル΍スクータを࢖って通ۈし，༨Ջのツーリングをָし

む HRE-* νームにとって，日ৗのݧܦ上，ײڞを֮える

ཁૉをଟ数ؚんでいた．Φフロードバイクのようにしっか

りした଍まΘり૷උがあれば，ຖ日૸るߥれた࿏໘の通ۈ

࿏で，スクータではಘられない༨༟と҆৺ײを持って૸

れ，なおかつツーリングでの行動ൣғが大きく広がる．だ

れでも，Ͳこへでも行くことができるҠ動の自༝౓޲上と

いうՁ஋を，ワクワクする๯ݥ৺を͡ײられるデβイン

で表ݱしよう，という૝いをࠐめ，̒ (o	EverZwhere	 with	

EYcitementʼをίンセプトとして決ఆした．

さらに，ίンセプトを۩ମ的に表すݴ༿としてʮฏ日は

都会をスϚートにҠ動でき，ٳ日は日ৗを཭れて๯ݥへい

͟なうʠアドϕンνϟースϐリットʡを持つίϛϡータʯを

ઃఆして，車྆デβインのݕ౼にணखした．

3.2. ύッέーδϯά
HRE-* νームは，スクータの機能ཁૉにՃえて，૸ഁ

性の良さをซͤ持たͤるというίンセプトにԊって，Φフ

ロードバイクらしさを͡ײさͤるཁૉが，機能的にも֮ࢹ

的にも表ݱされるよう，Ҏ下にࣔすࡾつの事ฑを車྆ઃܭ

上のܽかͤないཁૉとしてઃఆした．

（１）	ライディングϙジγϣンは，高いࢹ点を֬อするため

に上ମをىこした࢟੎とし，ϋンドルをѲるϙイント

は෯広に഑ஔして，ライダによる車ମڍ動の制ޚをし

΍すくすること．

れた࿏໘でも҆৺して૸行できる଍まΘり૷උをߥ	（̎）

උえること．

a.	 クロスΦーバーϞーターαイクルに;さΘしい最௿

地上高とαスペンγϣンストロークの֬อ．

C.	 ΦンΦフタイプのトϨッドパターンを有する大ܘタ

イϠの࠾用．

c.	 しな΍かな૸りと༰қなϝンςナンス性をซͤて࣮ݱ

するνϡーブϨス࢓様のスϙーク式ホイールの࠾用．

d.	 力ڧさを৅௃する 41	mm の౗ཱフロントフォークܘ

と，ラジアルϚ΢ントΩϟリパ࢓様のダブルディスク

フロントブϨーΩの࠾用．

（３）	ܰ շさを͡ײさͤながらもタフさを印৅෇け，ʮͲこ

へでも行って΍ろうʯという気にさͤるスタイリング．

これらにՃえ，ߥれた࿏໘に対してもಛ別な技ྔをཁ

ͤず，ӡ転し΍すさをఏڙするために，エンジンは௿ॏ

৺で大きなトルク発生ができる力ڧいಛ性をඋえたલ܏

̎気౵ 750	 cc エンジンをબ୒し，また，トランスϛッγϣ

ンにはΦートϚνックトランスϛッγϣン（Dual	 Clutch	

Transmission）を૷උした．一ํ，ऩೲスペースについて

は，フルフΣイスϔルϝットをγート下に֨ೲ可能とし

た．これらのಛ性を組み߹Θͤた݁果，ツーリング性能に

Ճえѱ࿏૸ഁ性能をも݉Ͷඋえた，新しいカςΰリーのί

ϛϡータパッέージをఏҊすることが可能となった．

いるϚΩγスクータに৐りସえたいとߟえており，໨新し

いཁ๬はݟられなかった．

一ํ，日ৗの通ۈҎ֎に，༨ՋのツーリングにϚΩγス

クータを࢖っているϢーβは，طଘのϞデルでは行けない

ような，もっといろいろな場所へ行動ൣғを広げたいとߟ

えていることが෼かった．ฮ૷࿏΍高速ಓ࿏をただ୯ௐに

૸れるだけではなく，スϙーςィーな૸りのָしさにՃえ

て，ߥれた山ಓ，࠭ ඿なͲをӽえたઌにあるホςル΍Ωϟ

ンプ場にスクータで行ければ，さらにग़かけるتびが૿す

という౴えがଟくฦってདྷた．

さらに，こうしたツーリング޲ࢦのϚΩγスクータϢー

βに対して，スタイリングのᅂ޷性についてもฉき取りを

ਐめた．

今まで行けなかったところへ଍をԆばͤるのであれば，

スタイリングもアドϕンνϟーバイク෩の，新しいܗが;

さΘしいとの౴えがଟくを઎めた．

これらのௐࠪの݁果から，ϚΩγスクータϢーβにも二

つの૚があり，Ͳこにでも行けるという新しいՁ஋を持つ

スクータという，新しい市場ニーζがଘࡏすることが明ら

かになった．

2.2. σβΠϯの方ੑ޲
上記ௐࠪをऴえた後，Ϣーβからಘたҙݟをまとめる

とڞに，デβイン全ମが໨ࢦすํ޲性についてݕ౼をおこ

なった．

ઌにड़΂たように，ターήットとするスクータは，日ৗ

の࢖用における，շ適なίϛϡーςィングを࣮ݱする機能

と，スϙーςィーなライディングを可能とする性能をඋえ

ながら，༨Ջの࢖用においては，ւ؛΍山ಓをۦけൈけて

૸ることができるなͲ，自વの中をָしく૸れる機能を

ఏڙできるスクータである．ݕ౼の݁果をجにして，ター

ήットとなるスクータのデβインに求められるཁૉを明ら

かにした．

（１）	だれでも，Ͳこにでも行けるというເを๊かͤるよう

な，ؤৎさを͡ײさͤるϘデーデβインとすること．

（̎）	ロングストロークのαスペンγϣン΍，しっかりした

଍まΘりと，ライダに対するプロςクタをඋえた車ମ

に;さΘしく，ߥれた࿏໘でも҆৺した૸行ができる

ことを૝૾さͤるディςールデβインであること．

Ҏ上二つのཁૉを࣮ݱしつつ，スクータのཁૉとΦフ

ロードバイクのཁૉをクロスΦーバーさͤることで，ϚΩ

γスクータとはҟなる，新しいスクータをఏҊすること

を，デβインのํ޲性としてఆめた．

３．ίϯηプτとύッέーδϯάのܾ定

3.1. ίϯηプτ ʻ(P &WFSZXIFSF XJUI &YDJUFNFOUʼ
上ड़したデβインが໨ࢦすํ޲性は，Ϟーターαイク
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４．ελΠϦϯά

4.1. ελΠϦϯάίϯηプτ
とฒ行して，従དྷのカ౼ݕ成車パッέージングの構૝׬

ςΰリーにない新しいັ力を生みग़す，スタイリングのί

ンセプトݕ౼をਐめた．スタイリングには，ϚΩγスクー

タのշ適性，Φフロードバイクのܰշさ，アドϕンνϟー

バイクのタフでワイルドなಛ௃という，ࡾつの二輪車カς

ΰリーが持つޓいにҟなるಛ௃を一つに༥߹したいとߟ

えた．Ҏ下の߲໨をスタイリングのίアバリϡーとしてఆ

めた．また，このίアバリϡーをまとめたものを Fig. 3に

ࣔす．

（１）	ϚΩγスクータのಛ௃表ݱ	ʵշ適さをఏڙするཁૉ

の൓өʵ

a．	車ମ中ԝ部の͗ލ部෼とフロアスςップのੇ๏を

NC750D	*NTE(RA（̎）૬౰とする．

C．	車ମにフルフΣイスϔルϝットऩೲスペースを֬อ

する．

（̎）	Φフロードバイクのಛ௃表ݱ	ʵܰշさを͡ײさͤる

車ମプロϙーγϣンʵ

a．	଍まΘり部品を車ମで෴うこと無く，タイϠがલ後に

むきग़しになるよう഑ஔし，しっかりと大地を௫んで

いるイϝージを表ݱする．

C．	Ϙデーはલ後長を୹くし，かつ高いҐஔにフローςィ

ングしているようにͤݟ，୆ܕܗのプロϙーγϣンを

．成するܗ

c．	ܰշなライディングを可能とし，ライダの空ؒ的自༝

౓を޷適に֬อする．

（３）	アドϕンνϟーバイクのಛ௃表ݱ	ʵワイルドさ，タ

フさの表ݱʵ

a．	ϋンドルとϝータを෴うथࢷカバーを૷ணͤず，機能

パーツをそのままͤݟる構成とする．

C．	アドϕンνϟーバイクを৅௃する二؟ϔッドライト

を࠾用する．

c．フロアスςップとフロントカバーにかけてۚଐௐのプ

ロςクタを഑ஔする．

これらにՃえ，車྆全ମを؏くスϙーςィーさを表ݱす

るために，アドϕンνϟーϞーターαイクルにおけるデβ

イントϨンドである，ϝカニカルでΰツΰツとしたܗ状を

取り入れることとした．

Ҏ上のデβインཁૉを౿まえて，スタイリングスέッν

．みたࢼ成を࡞

4.2. ελΠϦϯάεέッν
ઌにड़΂たように，ઃఆされたスタイリングのίアバ

リϡーは，アドϕンνϟーバイクが持っているݥةにཱͪ

ڧをݱえるタフさの表ࢧかうワイルドな性֨と，それを޲

くҙࣝしている．スタイリングスέッνをల開するに౰

Fig. 3   Styling concept board
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り，۩ମ的なアプローνとして，طଘのクロスΦーバーϞ

デルであるVFR1200X のデβインでおこなΘれたように，

ίアバリϡーを表ݱするデβインཁૉを新しいパッέージ

に੝りࠐむことによって，所期のデβインをࢼみた．

このようにして࡞成されたスタイリングスέッνの一つ

は，Ϟーターαイクルܕの二輪車の構成ཁૉであるアッ

パーカ΢ル，エンジンϋンガー，タンク，リアカ΢ルなͲ

の機能部品を，それͧれ他のパーツとは独ཱさͤたܗでデ

βインし，Ϙデー全ମを構成することによってデβインさ

れた．このスέッνҊをAҊ（Fig. 4）とした．

さらに，もう一つのࢼみとして࡞成されたスέッνで

は，ܰ շさを印৅෇けるためにલ後長を୹くしたϘデーܗ

状とした．また，༂動ײをԋग़するためにϔッドライト下

にくͪばし状のアッパーフΣンダをઃけた．さらに，エン

ジン部෼にカバーを഑ஔすることでϘデーフϨームをӅ

し，Ϙデー֎໘を構成するパーツ同࢜のつながりをڧめた

デβインとした．このスέッνҊをBҊ（Fig. 5）とした．

AҊ，BҊڞに，ܰ շさとワイルドさの表ݱには成ޭし

ているものの，フロントपล部෼とγートؒのִؒが大き

いために，各構成部品がバラバラに഑ஔされている印৅を

༩え，まとまりが͡ײられないデβインとなっていた．

これらのҊにڞ通する最大の課題は，クロスΦーバー

ϞーターαイクルからデβインϞνーフを取り入れてデβ

インを構成したため，Ͳうしてもݟる人にطଘの二輪車の

デβインをኲኵさͤてしまい，新しいίンセプトに;さΘ

しいデβインにݟえなかったことである．

その後も，さま͟まなアプローνをࢼみながらスέッν

をඳきଓけたが，ʮこれまでにない新しいܗを生みग़すʯと

いうนをଧͪഁることができなかった．そこで，Φフィス

の中でݕ౼をॏͶるという発૝ख๏をいったん཭れ，この

バイクに求められるものをもう一౓原点にؼってݟつめな

おすこととした．そのために，ツーリング΍Φフロード૸

行が࣮ࡍにおこなΘれる環境に਎をおいて，発૝を転׵す

ることをܭըした．۩ମ的には，イタリアにおけるツーリ

ングエリアとしてஶ໊な，アルプスの山࿢にԾઃのスタジ

Φをआり，その場所の෩景，空気，そして，人ʑに઀しなが

ら，スέッνを生みग़すためのアプローνख๏を࿅り௚す

ことにした．

さらに，デβイナ自਎も，࣮ に山ಓをӽえて૸るツーࡍ

リングをମݧすることで，ライダをワクワクさͤるために

スタイリングに求められるཁૉはԿかについて，これまで

にない新たな気෇きをಘようと໛ࡧした（Fig. 6，7）．

れた࿏໘をツーリングしている్上で，最も印৅にߥ

Fig. 4   Proposed sketch A

Fig. 5   Proposed sketch B

Fig. 6   Wide- area farm road in central Italy

Fig. 7   Gravel road leading to a town in central Italy
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のドݩ動車をૢる地ۦるޫ景にग़会った．それは，四輪࢒

ライバの様子をݟたときである．ߥれた࿏໘にもかかΘら

ず，ドライバはීஈணでָʑとӡ転し，զʑを追いൈいて

行った．

ग़会った車྆は，スϙーツϢーςィリςィーϏークル

（Ҏ下 S6V Ϟデルとݺশ）であり，市֗地૸行΍高速૸行

でのӡ転し΍すさにՃえ，ѱ࿏૸ഁ性能を݉Ͷඋえた四輪

車のカςΰリーの車྆である．欧州においても，他のいく

つかの市場と同様に S6Vカςΰリーは大きな市場の一つ

となっている．今回，զʑが新しい二輪車に求めた，ʮฏ日

は都会をスϚートにҠ動でき，ٳ日は日ৗを཭れて๯ݥへ

い͟なうʠアドϕンνϟースϐリットʡを持つίϛϡータʯ

というίンセプトにͮجくスタイリングデβインに対し

て，その造ܗのώントを S6V のスタイリングが持つཁૉ

の中に求めることができるのではないか，と気෇いた．

アルプス山࿢のスタジΦにおけるディスカッγϣンの

݁果，新しいํ޲性を持ったデβインల開をࢼみることと

した．そのํ޲性は，Φフロードバイク΍アドϕンνϟー

バイクのように，ライダ自਎がライディングΪアに਎をݻ

め，ݥةに਎をさらしながら૸るというϋードな૸行をイ

ϝージさͤるデβインではなく，四輪 S6V Ϟデルのよう

に，バイク本ମがライダをकっていると͡ײさͤるデβイ

ンཁૉを取り入れることであった．

۩ମ的には，フロントバンパ，αイドバンパ΍ϋンドル

プロςクタでライダをकり，ؤৎなమ൘で࡞ܗられている

Ϙデーのմײを表ݱする一ํで，都会でもスタイリッγϡ

にݟえるϞダンさをスέッνで表ݱす΂くトライした．こ

のようにして，૑ग़されたスέッνを Fig. 8にࣔす．

近年の S6V のデβインでは，エンジンフードに対して

アンダーガード΍バンパをཱࡍたͤるように，Ϙデーパー

ツを構成している．このख๏をզʑの二輪デβインにも൓

өし，エンジン上部を෴うカバー，ϝータ，ϋンドルから

ϔッドライトまで，車ମલ後のつながりײを表ݱした．こ

のつながりײを્֐しないようにするために，スクリーン

は独ཱして取り෇けることとした．

さらに，四輪 S6V Ϟデルが持つタフさを表ݱするため

に，Ϙデーを࡞ܗる໘を࿈ଓさͤて構成し，これらがあた

かも一ຕのۚଐのパωルによって࡞られているように表ݱ

することによって，Ϙデー໘全ମのմײをڧௐした．

車ମフロント部෼のデβインにおいては，二؟ϔッドラ

イトを࠾用し，ライトのؒのグリルܗ状とフロントバンパ

を໛してܗ෇けられたライト֎ଆのフϨームのܗ状によっ

て，独ಛのフロントϚスク表৘が૑造されている．

これらのデβインݕ౼にͮجき，HRE-* νームは Fig. 9

にࣔすૉඳを最ऴスέッνҊとしてબ୒した．さらに，次

スςップとして，ཱ ମ造ܕϞデルの࡞成をローϚのڌ点Φ

フィスに໭ってਪਐした．

Fig. 8   Key sketches inspired by styling designs of SUVs



ʵ 20 ʵ

 Honda  R&D  Technical  Review Vol.30  No.1 (April 2018)

Stature: 180 cm Stature: 190 cm

Fig. 10   Riding position checks using clay model before its final finish to investigate dimensions of each part

がލったときのݟえํを全ํҐからݟながらཱମを構成

し，しっかりしたプロϙーγϣンを૑࡞しなければならな

かった．

スέッνからಡみ取って，大まかな車ମϘリϡームをク

Ϩイで੝り෇けた後，౓ʑライダを৐車さͤてॅډ性΍ख

଍のҐஔからඞཁな機能ཁૉを൓өして造࡞ܗ業をਐめて

いった（Fig. 10）．

５．Ϟσル࡞成

5.1. ΫϨΠϞσルにΑる S67 σβΠϯのཱମ化
二輪車はライダのମがむきग़しであるため，車ମはライ

ダがލった状ଶでバランスが取れるようにデβインされる

が，ಛに今回のデβインςーϚは，バイクがライダをकっ

ているような一ମײをग़すことがॏཁであるため，ライダ

Fig. 9   Final sketches
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Fig. 12   Three-dimensional data of vehicle body 

いϨϕルで表ݱできるϋードϞックアップϞデルの੡࡞を

おこなった．

まず，クϨイで造ܗされた部品の֎ܗをଌఆし，ࡾ次ݩ

データを࡞成した．このデータを用いて，フΝイバーグラ

ス΍プラスνック，ۚ ଐをૉࡐとする部品をパーツ͝とに

੡࡞した（Fig. 12）．

次に，クϨイでは造ܗしきれなかった部品について，デ

βインをおこなった．

これらの部品のうͪ，ίンセプト表ݱの上でಛ௃的な部

Ґのྫとしては，スクリーンとϝータがڍげられる．スク

リーンをՔಇさͤるための構造はパンタグラフ式のリンク

を用い，また，ϝータには̓インνの大ܕӷ晶を࢖用し，

四֯くγンプルなものとした．また，スクリーンとϝータ

スςーをつな͙スςー΍リンク機構によって，ϝカニカル

な印৅を表ݱした．同時に，スςーを構成するフϨームに

造ܗのॳ期ஈ֊で，ಛにཹҙした点はΦフロードバ

イク開発のςストઐ໳Ոの஌ݟを取り入れて，ߥれた࿏

໘の૸行時にライダがૢり΍すく，ମが動き΍すいライ

ディングϙジγϣンとϘデー，γートܗ状とすることで

ある．

また，190 センνの大ฑなライダの଍，ක，ᢈ部のҐஔ

関܎を֬ೝして大ฑな欧州人ライダでも۶ځに͡ײさͤな

いように全ମのバランスを取ったことである．

さらに，ツーリング૸行に対するշ適性を֬อするため

に，ライダのᢈ部΍ݞ෯に߹ΘͤてϘデー΍γートの෯を

広げつつ，フロントクΦータからݟたときにಷॏにݟえな

いよう，フロントカ΢ル部෼にスクリーンを可動さͤるフ

Ϩームを組み߹Θͤて，ݟた໨のܰさも追求した．

Ҏ下のࣸਅはクϨイϞデル決ఆ時のものであるが，લ後

に୹いϘデーパーツと௓Ͷ上がったϚフラがܰշさを表ݱ

し，フロントカ΢ルからフロア，ϐリΦンスςップにލる

プロςクタ状のΰツΰツとした部品デβインと可動式スク

リーンがタフさとϝカニカルさを表ݱしている．

մײのあるϘデーの໘構成も，ଟ໘ମを࿈ଓ的にスムー

ζにつなげることで表৘๛かで力ڧいܗ状とすることがで

きた（Fig. 11）．

5.2. ϋーυϞッΫΞップϞσル
クϨイϞデルが׬成したことによって，これまでݕ౼し

てきたデβインίンセプトがࡾ次ܗݩ状によってධՁでき

るようになった．

νームは，この新しいデβインをγϣーϞデルとして対

֎的に発表し，市場におけるίンセプトのཧղとײڞの౓

߹いをূݕしたいとߟえた．そこで，各部品に対してࡉ部

にΘたりデβインをݟ௚し，ఏҊするίンセプトをより高 Fig. 11   Completed clay model



ʵ 22 ʵ

 Honda  R&D  Technical  Review Vol.30  No.1 (April 2018)

Fig. 14   Display and adjacent area with visibly arranged mechanical parts convenient for commuting

Fig. 13   Movable windshield with pantograph linkage

よってғまれた空ؒによって，ಷॏになりがͪな構造෺に

ܰさを͡ײさͤるཁૉを取り入れている（Fig. 13）．

さらに，アドϕンνϟーϞデルを印৅ͮけるアルϛ੡

ςーパードϋンドルを࠾用した．そのϋンドルをݻఆす

るࠨӈ一ମܕのϋンドルホルダーの中ԝに，ϝータとは

別ମのインジέーターϢニットを഑ஔし，ライダへの৘

報ఏڙのॆ࣮を図った．すなΘͪ，このインジέーターϢ

ニットには，΢インカ΍パーΩングブϨーΩ࡞動 / ղআ

状ଶ表ࣔ，ABS ブϨーΩのࠂܯ౮なͲ，日͝ろ，市֗地

でのライディングにおいて，རศ性と҆৺ײにつながる

৘報が，ライダからݟ΍すいҐஔに集߹してఏࣔされる

（Fig. 14）．׬成したϋードϞックアップϞデルのࣸਅを
Fig. 15にࣔす．

Fig. 15   Hard mockup model

６．ԤभϞーλーシϣーͰのలࣔとฉ͖औΓௐࠪ

対֎発表の場としてબんだのは，ίϛϡータ市場の規໛

が大きい，イタリアとフランスのϞーターαイクルγϣー

であった．すなΘͪ，イタリアのϛラノで開࠵される

E*C.Aγϣーと，フランスのパリでおこなΘれる Salon	

de	la	.oto	1arisの二つである．ઌにड़΂たように，これら

のγϣーでのలࣔとそこに๚れた人たͪへのฉき取りは，

νームがఏҊしようとしているίンセプトに対する，顧客

ධՁをূݕするためのॏཁなスςップであった．

లࣔブースは，ίϛϡーςィングでは都会をշ適にҠ

動でき，Ϩジϟーでは自વの中を自༝にۦけまΘれるとい

う，二つのଆ໘を持つ二輪車としての世界ײを఻えること

にॏ点をஔいてઃܭされた．లࣔブースの一ํには֗中を

৅௃する石৞の࿏໘を഑し，もう一ํには大ܕの玉࠭རを

ෑき٧め，Ωϟンプγーンをݱ࠶したジΦラϚをཱ࢓て，

さらにそれͧれのγーンに対する;んい気をڧௐするため
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に，లࣔ用のখ෺もซͤてデβインした（Fig. 16）．

֗中の৘景に対しては，トローリーバッグとしても࢖

用できるண୤式のトップϘックスを४උした．このトップ

Ϙックスの中ԝには，クロスΦーバーというίンセプトを

৅௃する，アルフΝϕットのʠXʡを記した．ア΢トドアの

৘景ଆに対しては，ςントとऩೲバックパックをデβイン

し，഑ஔした．これらには，ʠAdventureʡというݴ༿からࡾ

文ࣈを࠾って決められた	ʠADVʡ	というロΰタイプを，ల

ࣔϞデルの車ମ৭に߹Θͤたγルバーとグリーンの഑৭を

用いてあしらった（Fig. 17）．

このようにデβインされたలࣔブースの中に，車྆の

ϋードϞックアップϞデルをలࣔすることによって，ʠ(o	

EverZwhere	 with	EYcitementʡという所期のίンセプトが

ࣔす，ίϛϡーςィング時のクールさとア΢トドアでのタ

フな印৅を༩えるスタイリング持つ二輪車であることをཧ

ղし，ײ޷を持ってडけ取っていただけるかͲうかについ

てূݕをおこなった．

లࣔをݟた人たͪに対するௐࠪは，Ϟデルをలࣔした

ブースを๚れたϢーβを対৅として，インタϏϡーをおこ

なうܗ式で࣮ࢪした．۩ମ的にはίンセプトについてのཧ

ղの౓߹い，デβインに対するײ޷౓，ݟた人が૝ఆする

Ձ֨についてฉき取りをおこなった．

ௐࠪの݁果をҎ下にまとめる．

（１）	ίンセプトへのཧղ౓

ίϛϡータとしてのརศ性，༡び৺を͡ײるスタイル，

ΦフロードバイクのようなスϙーςィーさなͲについてཧ

ղをࣔし，ଟくの人が新しいクロスΦーバーϞーターαイ

クルとしてೝ஌していた．

（̎）	デβインに対するײ޷౓

Ϗジωススーツ，アドϕンνϟーライディングジϟέッ

トのͲͪらをணて৐ってもࣅ߹う，ັ 力的なスタイリング

として，ଟくの人から高くධՁされた．

（３）	૝ఆされるՁ֨

ଘのϚΩγスクータとൺֱして，より高い所有Ձ஋とط

ଘײࡏが͡ײられるため，800	ccから 1000	ccクラスのϞー

ターαイクルฒみのՁ֨ઃఆが可能との౴えがଟかった．

Ҏ上の݁果から，本Ϟデルのίンセプトとスタイリング

デβインは，ʮ新しいクロスΦーバーϞーターαイクルϞ

デルʯとして，欧州の二輪車Ϣーβからೝ஌され，高いධՁ

をಘられることがূݕされた．

本ίンセプトఏҊプロジΣクトは，ࡏݱのϚΩγスクー

タカςΰリーの二輪車に৐っているϢーβに対して，新た

なҠ動のتびをఏڙする二輪車を໛ࡧし，その中でಘた，

Ҏ下にࣔす二つのԾઆが正しいことがূ明された．

（１）	ϚΩγスクータのརศ性をඋえながらも，Φフロード

をؚむさま͟まなಓを૸ഁできる，これまでにないカ

ςΰリーのクロスΦーバー二輪車Ϟデルの市場がଘ

．することࡏ

（̎）	四輪 S6V Ϟデルが有する，৐員のշ適性を֬อしつ

つϞダンな;んい気とタフさをซͤ持つデβインを

適用することによって，都会のクールさとٳ日の๯ݥ

৺のいずれをもຬたすデβインを，二輪車においても

．できることݱ࣮

̓．ྔ けͨσβΠϯ޲化に࢈

લষでड़΂たように，欧州Ϟーターαイクルγϣーにお

ける，本ίンセプトϞデルのలࣔ，ௐࠪに対して，Ϣーβ

から高いධՁをಘることができた．また，同時に，このϞ

デルをྔ産車としてリリースして΄しいというڧいཁ๬

がͤدられた．これらલ޲きな市場൓応にͮجき，このϞ

デルのྔ産化に޲けたプロジΣクトがスタートすることと

なった．

σβΠϯࡉೳ෦඼のৄػ .1.�
ίンセプトϞデルに対して，高い顧客ධՁがಘられ，ま

た，ఏҊされたίンセプトへのײڞ౓が高かったཧ༝とし

Fig. 16   Diorama type of exhibition booth expressing 
Belgian pavement in city and the scene of 
outdoor

Fig. 17   Exclusively designed trolley top case and 
touring tent with storage case
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て，このίンセプトϞデルの࢓様΍૷උが，ઃఆされた車

֨΍デβインのํ޲性なͲと޷適な࿈ܞ性を持ってϚッν

ングしていたことがڍげられる．これによって，ఏࣔされ

たίンセプトが，ݟる人によって௚ײ的にཧղされқかっ

たとߟえられる．

そのため，本Ϟデルのྔ産化に൐うデβインをおこなう

に౰っては，ίンセプトϞデルでఏࣔしたデβインイϝー

ジ΍࢓様૷උを，できるだけ忠࣮にकり，ྔ 産車に൓өす

ることにॏ点をおいた．そうすることによって，ίンセプ

トϞデルを通͡てඳかれたお客様の期待に，なる΂くԊっ

たྔ産車をఏڙしたいと͡ײたからである．
Fig. 18にϋードϞックアップϞデル，Fig. 19にはྔ産

Ϟデルをࣔす．これらのࣸਅから，Φリジナルのイϝージ

が΄΅忠࣮に൓өされていることがΘかる．

Φリジナルのデβインをҡ持しつつ，機能に対するཁ݅

を成ཱさͤるのが最も೉しかった部品として，可動式スク

リーンがڍげられる．

このスクリーンは，パンタグラフ式の可動スςーでࢧえ

られ，車ମフロント໘からフローςィングされた状ଶでอ

持されるが，ϋードϞックアップϞデルでは，一番高いҐ

ஔと௿いҐஔの二ஈ֊においてのみݻఆが可能であり，最

ऴ的に適用されるݻఆ機構が決められていなかった．これ

を，最ऴ的なྔ産Ϟデルにおいては，ޒஈ֊の高さでݻఆ

できるように，Ϙデーとスクリーンのؒに૷ணされるݻఆ

用パーツ΍可動スςーなͲを，新たにデβインした．なお，

これらのパーツは，ライダのମ֨差΍γϛϡϨーγϣンに

よってಘた৐車時の空気の流れをྀߟに入れてデβインさ

れている（Fig. 20）．

ྔ産車デβインにおいては，ϋードϞックアップϞデル

において表ࣔ内༰のৄࡉがఏࣔされていなかったϝータ表

ࣔ部もซͤてデβインされた．ϋンドルपลについても，

日ৗのίϛϡーςィングにおける࢖用を૝ఆし，རศ性の

高い機能を数ଟく੝りࠐみ，新たにデβインをࢪした．

ϝータϢニットは，中ԝに速౓表ࣔを，そのपғに回転

Fig. 18   Exhibited hard mockup model

Fig. 19   Production model
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する表ࣔをڙを഑し，さらにその֎ଆには各छ৘報をఏܭ

උえ，表ࣔ部全ମにスϙーςィーな;んい気をඬΘͤるよ

うにデβインした．また，ಛに通ۈ時の࢖用に対して࣮用

性の高い，時ܭ΍カϨンダ機能，燃අܭ，֎気Թܭを഑ஔ

した．このࡍ，これらの৘報をなる΂く大きくӷ晶໘内に

表ࣔできるよう，表ࣔ໘の限られたエリアを有ޮに活用す

るようなデβインを৺がけた．なお，֎気Թ౓ܭは，࿏໘

ౚ݁のࠂܯ表ࣔ機能もඋえている（Fig. 21）．

さらに，ݤを用いずにエンジンの࢝動ができ，また，څ

༉ޱ΍γートの開ดૢ࡞もできるスϚートΩーが૷ணさ

れ，車྆ίンセプトに;さΘしい新たなデβインがࢪされ

た．このノブ式ϝインスイッνは，車ମの中৺࣠上にࠨӈ

対শなܗ状を持ってϨイア΢トされ，ノブにはࡉくඳかれ

たクローム৭のリングをఴえることによってଘײࡏをڧめ

た．こうしたデβインにより，あたかも四輪車のӡ転੮に

をৢしग़すことに成ޭしているײڃっているような高࠲

（Fig. 22）．

�.2. ΧϥーϦϯάσβΠϯ
本Ϟデルは，そのίンセプトઃఆにより，都会でのクー

ルさとΦフロードでのスϙーςィーさという，二つのΩϟ

ラクタをซͤ持っている．カラーリングデβインにおいて

は，それͧれのΩϟラクタにԊったෳ数のカラーリングを

デβインすることによって各ʑのಛ௃をཱࡍたͤ，お客様

のᅂ޷性に߹Θͤた෯広いཁ求に応えようとߟえた．

۩ମ的には，Ϗジωスジϟέットをணて都会を૸りൈ

ける৘景にࣅ߹う，上࣭な高ײڃがඬうϞノカラータイプ

と，アドϕンνϟーライディング用ジϟέットをணてΦフ

ロードをワイルドに૸行する৘景にࣅ߹う，༂動ײあ;れ

るカラーリングのアドϕンνϟーカラータイプをઃఆし

た．カラーリングのバリエーγϣンを Fig. 23にࣔす．

都市での૸行をイϝージしたカラーリングには，̎ छ

ྨのϞノカラータイプをઃఆした．ίンセプトϞデルのデ

βインアプローνख๏の中で，四輪車における S6V のデ

βインཁૉを࠾用したが，Ϟノカラーの࠾用により，この

アプローνで生みग़されたϘデーܗ状が，よりޮ果的に表

ۚ，されている．Ϟノカラータイプにはݱ ଐௐでڧい൓ࣹ

とޫ沢ײのあるγルバー（Fig. 23, Type 1）と，力ڧさとڞ

にམͪணいた;んい気を͡ײさͤるԒফしグϨー（Fig. 23, 

Type 2）の̎৭をઃఆした．これらの৭は，Ϙデーラインの

抑༲がڧくཱମ的なϘデーܗ状を有するこのϞデルの持つ

ಛ௃をڧௐしつつ，高ײڃも同時に表ݱできる主ମ৭とい

うج४でબ୒された．

Φフロード૸行をイϝージしたカラーリングには，ダ

カールラリーϚγーンのカラー（１）をΦϚージϡしたΦフ

ロードスϙーツカラーを࠾用した．ダカールラリーは，

Honda が 2013 年より参戦しており，本ϞデルにそのϚγ

ンカラーを取りࠐむことをおこなったཧ༝は，この車྆の

ίンセプトがスクータϞデルからҾきܧがれたものではな

く，Ϩジϟー用ϞーターαイクルϞデルが૑ग़する世界か

らల開されていることをアϐールしようというͶらいによ

るものである．

この，ラリー車྆のカラーリングイϝージをܧঝするア

プローνは，CRF1000L	Africa	Twin のカラーリング೿生

Fig. 20   Windshield in production model

Fig. 21   Gauge unit in production
Fig. 22   Knob type main switch with specification for 

mass production
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Type 3, Rally color Type 4, Tricolor

の一つにも適用されている（１）．欧州において，同Ϟデルが

ௐな販売をଓけていることにࣔされるように，ラリーを޷

イϝージさͤるカラーリングは，欧州の顧客が޷んでडけ

入れる഑৭の一つであるとߟえられる．

本ϞデルはΦフロードバイクのようなプロϙーγϣンを

有しないため，ラリーϚγン（Fig. 24）΍，そのイϝージを

表ݱしているAfrica	Twin（Fig. 25）をኲኵさͤるようにす

る޻夫として，白とࠇのラインに大きくアϨンジをՃえ，

独自のカラーリングデβインをࢪした．੺とࠇでڧいίン

トラストを持たͤたϘデーカラーとし，そこに白いスト

ライプをࢪし༂動ײを表ݱした．また，エンジンαイドカ

バーとスΩッドプϨートにはۚଐのパωルを࢖用した．エ

ンジンαイドカバーは，ライダブーツがࡲれたり，࿏໘か

らのඈび石をडけたりするためにই෇き΍すい．また，ス

ΩッドプϨートはエンジンલ部をकるために૷ணされる．

これらΦフロード૸行でのプロςクγϣンに関࿈する部品

にۚଐを࢖用することで，アドϕンνϟーϚγンとしての

印৅をいっそうڧௐした．

さらに，Φフロード૸行をイϝージしたカラーリング

のタイプには，લ記した੺を主ମ৭としたラリーイϝー

ジのカラーリング（Fig. 23, Type 3）にՃえ，CRF1000L	

Africa	 Twin のఆ番カラーである白，੨，੺で構成される

トリίロールカラーのバリエーγϣンをઃఆした（Fig. 23, 

Type 4）．これら二つのカラーリングをઃけることで，この

車྆が主ுするアドϕンνϟーΩϟラクタをよりڧくૌ求

した．

また，新しいίンセプトを主ுするのに;さΘしいペッ

Fig. 23   Variations of coloring

Fig. 24   The Dakar Rally machine
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トωームのߟҊと，それを表すロΰタイプのデβインを

おこなった．ίϛϡータとしてのշ適な૸りと，アドϕン

νϟーバイクとしての૸りのָしさを，クロスΦーバーさ

ͤていることを表ݱするために，ペットωームの಄に，ア

ルフΝϕットのʠXʡをףした．このʠXʡは cross をҙຯし，

これまでも，Honda のクロスΦーバータイプのϞーターα

イクルに఻౷的に࢖用されてきた．さらにアドϕンνϟー

スϐリットを主ுするために，ʠAdventureʡのল略ޠとし

て ADV を࠾୒した．これら二つのݴ༿を組み߹Θͤて，

X-ADV（eks-aZ-dee-vee）と໋໊した．

さらに，決ఆされたペットωームに対するロΰタイプの

デβインをおこなった．ʠXʡの文ࣈは，ಓ࿏のަ差点にݟ

ཱて，ฏ行ઢとࣼめのઢをަ差さͤることによって表ݱし

た．ʠADVʡの文ྻࣈは，γンプルで力ڧい印৅を༩えるた

めに，ࠇ৭で力ڧいϘールドॻମをجௐとしたデβインを

．した（Fig. 26）ࢪ

̔．おΘΓに

ਾえ，Ϛݟ機後の欧州二輪車市場の環境変化をةࡁܦ

Ωγスクータが対৅とする市場の顧客に，新たなتびをఏ

して，新ίンセプトのఏࢤできる二輪車を૑ग़しようとڙ

ҊのためのプロジΣクトがは͡められた．طଘのϚΩγス

クータϢーβに対しておこなΘれたௐࠪの݁果から，市֗

૸行からΦフロード૸行まで対応し，Ͳこにでも行けると

いう期待ײをఏڙできる二輪車という，これまでにないՁ

஋を有するϞーターαイクルに対する，顧客のཉ求を͡ײ

取ることができた．

さらに，この新しいクロスΦーバーϞデルに求められる

スタイリングデβインは，四輪車における S6V Ϟデルが

持つ，ચ࿅された;んい気をอͪつつ，ߥ地に対するタフ

な૸行に対応できるڧさを持たͤるというデβインアプ

ローνを，二輪車に適用することによって࣮ݱされた．こ

れにより，都会にࣅ߹うクールなݸ性を持つとڞに，ٳՋ

には๯ݥにग़かけたくなるような，৐りखの৺༂らͤる

スタイリングデβインを૑ग़できた．本車྆のίンセプ

トϞデルは，イタリアとフランスにおけるϞーターαイ

クルγϣーで顧客へのఏࣔの機会をಘた．それらγϣーに

おいて，νームが構૝していたίンセプトに対する，顧客

のཧղとࢍ同がಘられたため，本Ϟデルはྔ産化されるに

．ったࢸ

౰Ϟデルは，2017 年 3 月に欧州にてリリースされ，

ジϟーナリスト，お客様から޷ධをいただき，ॱ ௐな販売

をଓけている（Fig. 27）．これら市場の൓応とධՁから，お

客様の੠をडけࢭめ，独自の発૝を੝りࠐんだίンセプト

とスタイリングが，欧州の二輪車Ϣーβのتびの֦大と市

場の活性化につながったと֬信している．

本Ϟデルのίンセプトとスタイリングデβインは顧客ࢹ

点を大切にして生みग़したものであり，今回のίンセプト

૑ग़とల開のアプローνख๏が，今後の商品とデβインの

開発における新たなࢦඪの一つとなることをئっている．

Fig. 27   The X-ADV running through in city and on rough roads

Fig. 25   The CRF1000L Africa Twin

Fig. 26   The X-ADV logotype
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